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スタンダード薬学シリーズⅡ ２ 物理系薬学 Ⅰ．物質の物質的性質  補遺・正誤表 第 3 刷 

   

箇 所 誤 正 

p.158 ↓12 
（c）1.00 atmの下，298 Kだった理想気体が，

273 K，30.0 Lになった． 

c）1.00 atmの条件下，298 Kだった理想気体が，273 

K，22.4 Lになった． 

p. 202 ↓2 
この変化が定圧下で進むときは，δqsys＝dHsysである

から， 

この変化が定圧下で進むときは，dqsys＝dHsysであるか

ら， 

p. 216 

（38・14）式   

p. 216 

（38・15）式  
 

p. 223  

コラム 18 

↓15 脚注

追加 

…ドルトンの分圧の法則により，pA＝p・xA (xAは Aの

モル分率)になるから， 

…ドルトンの分圧の法則により，pA＝p・xA (xAは Aのモル分

率)になるから＊1， 

＊1  ドルトンの分圧の法則とモル分率： 気体は通常，理

想気体として扱える．気体 A と Bの混合物の場合，その全圧

p は A の示す圧力（分圧 pA）と B の示す圧力（分圧 pB）の和

となる（ドルトンの分圧の法則，p＝pA＋pB）. 混合気体，A，B

にそれぞれ理想気体の状態方程式を適用すると，混合気体

の物質量 n と Aおよび Bの物質量 nA，nBに n＝nA＋nBが成

立する．さらに，この式の両辺を n で割ると 1＝nA /n＋nB/n＝

xA＋xB となる．全物質量に対する各成分の物質量の比がモ

ル分率 xであり，混合物の各成分のモル分率の総和は 1 とな

る． 

p. 223  

コラム 18 

↓20 脚注

番号変更 

…すなわち純物質の化学ポテンシャルで＊，… 

欄外の脚注 ＊ xA＝1… 

…すなわち純物質の化学ポテンシャルで＊２，… 

欄外の脚注 ＊2  xA＝1… 

p. 229 ↑9 

3．化学反応を系とした場合，体積一定の気相反

応では，圧力が変化すると，反応系全体の物質量を

少なくする方向に平衡の位置が移動する． 

3．化学反応を系とした場合，温度一定の気相反応で

は，全圧を上げると，反応系全体の物質量を少なくする

方向に平衡の位置が移動する． 

p. 251 ↓7 固体分散体は，共融混合物の一種である． 固体分散体には，共融混合物になるものもある． 

p. 281  

演習 47・1 

③ 

③ 1.0×10-6 mol L-1 CaCl2水溶液のイオン強度

は，1.0×10-6 mol L-1である． 

③ 1.0×10-6 mol L-1 CaCl2水溶液のイオン強度は， 

1.0×10-6である． 

p. 311  

本文↓1 
SBO 51で述べた SBO 52で述べた 

p. 324 ↑4 よって促進 0される． よって促進される． 

p. 341 

右段 ↓12 
膨張前の体積は… 収縮前の体積は… 

p. 341 

右段 ↓13 

…w＝-(1.013×105 Pa)×[(3.00×10-2 m3)-(2.45×10-2 

m3)] ＝-5.6×102 J. 以上より，q＝ΔU-w=-3.1×102  

J-(-5.6×102 J ) =2.5×102 J.  

…w＝-(1.013×105 Pa)×[(2.24×10-2 m3)-(2.45×10-2 m3)] ＝

2.1×102 J. 以上より，q＝ΔU-w=-3.1×102 J-2.1×102 J =  

-5.2×102 J. 

p. 346 

演習 47・1 

↓3 

…3.0×10－6 mol L－1である． …3.0×10－6である． 
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